















































A Preliminary Consideration of Relational Competitive Strategy 













































































































































































































































































































































































































































探索範囲 広い 狭い ターゲットに焦点
探索する論理 自己選択 ピラミッディング 無作為抽出
開発過程のオープン度 オープン クローズド クローズド


















































































　 か つ て ハ ー シ ュ マ ン(Hirschman,Albert 
































































































































































































































24 Prahalad & Ramaswamy(2004)，訳書，p.109，
25 米倉／清水(2015)，p.281。
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